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震央分布図
会話式による定常処理結果
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3．自動震源計算結果の評価
　図5及び図6に1986年11月28日～1987年3月23日に関東・東海地域で発生した地震の震央
分布と断面図を，自動震源計算とオペレータによる定常検測処理によるそれぞれの結果につ
いて示す．全体的にみると，同一期間での決定震源数は自動処理は定常処理の半分以下であ
る．これは定常処理で震源の決定される極微小地震の多くは3観測点の読み取りしか存在せ
ず，自動処理におけるP波だけの仮震源決定ができないことが原因として考えられる．地域別
にみると，福島県や茨城県沖の地震に対しては震源が観測網の外に出るため，自動処理結果
による検知能力はかなり低い．しかし，長野県西部及び北部，山梨県東部，栃木・群馬県境，
さらに伊豆大島周辺などの，浅い地震に対しての震源密集域のパターンは，自動処理結果は
定常処理による結果とよく一致している．また，やや深い地震でも，千葉県北部から茨城県
南西部にかけて列状に分布する震源密集域もよく識別でき，断面図においても，太平洋プレ
ートの沈み込みに伴う西方へ傾斜した震源の分布がうまく決定されている．
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4．議　　　論
　自動震源決定は，最近では微小地震観測網を持つほとんどの機関で，普通に行われるよう
になってきた．地震発生直後にその震源の位置，メカニズム等がおよそ分かれば，津波など
による災害を未然に防ぐことにも貢献できよう．その意味では，現在でも自動震源決定は，
基本的な目標は達成されているといって良いであろう．しかし，より広範な解析のための基
礎データという意味では，自動処理結果にはまだ問題も多く，多くの研究者はその精度に対
して不信感を拭いきれずにいる．実際どの機関でも，自動処理とは別に，人問の手による再
検測処理を行っているのが現状である．しかし，これからさらに観測点数が増えたり，ある
いは他機関とのデータ交換が始まり処理すべきデータ量がさらに増大することになった場
合，もはや人問の手による処理では間に合わなくなるという事態も予想される．その意味で
は，言十算機による自動処理が完全に人問の手による処理にとって代わるまで，その信頼性を
向上させる努力を続ける必要がある．特に，APEの場合，自動震源決定は，それのみで閉じ
たものではなく，その後さらに自動で行われる地震前兆監視のための基礎データを提供する
という役目も担っており，より高い精度が要求されている．今回導入した自動震源決定は，
その検知能力という点では，定常処理の2分の1程度であり，また，震源の決まった個々の
地震についてみても，中にはかなり誤った結果を出しているものもある．今後は計算機の能
力等が向上することも考慮に入れ，より人問の処理に近いものへと改善していくことが期待
されている．
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